
【ミシカル便り】「あそび・まなび・であい」を届ける夏のイベ
ントに参加しました

皆さま、こんにちはミシカル事務局です。

このたびの熊本地震、また大雨災害により被害に遭われた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
被災された地域の一日も早い復旧と、皆さまが安心して過ごせる日々が戻りますことを、
心からお祈り申し上げます。

今回は、ミシカルが参加した夏のイベント「ハミング・オアシス」でのご報告と、
そこで改めて感じた「日頃のつながり」の大切さについてお伝えします。

「あそび・まなび・であい」を届けるイベント
日本には、難病や障がいと共に生きる「スペシャルキッズ」が約40万人、
そのうち重い症状を抱える子どもたちが約4万人いると言われています。子どもたちとそのご家族は、
日々多くの制限の中で生活しておられます。

一般社団法人スペシャルキッズサポート振興協会は、
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こうした子どもたちに本来当たり前にあってほしい「あそび・まなび・であい」を届けることを目指し、
夏休みに家族で楽しめる大型イベント「ハミング・オアシス」を毎年開催しています。2025年には、
家族や支援者あわせて1,390名が参加されました。

今年もミシカルとして参加しました
ミシカルも今年、このイベントに参加させていただきました。

今年は「幻肢痛の会」の皆さまにもご参加いただき、
日常からのつながりを持っておくことがどれほど大切かを、
ミシカルを通じてお伝えする機会をいただきました。

「日頃のつながり」が、いざという時の支えになる
災害時、自力での避難や情報の入手が難しい方にとって、頼りになるのは制度だけではありません。
日頃からの「顔の見える関係」があることが、
いざという時に「気づいてもらえる」「助けを求めやすい」という安心につながります。

ミシカルは、こうした日頃からのつながりづくりを、これからも応援していきたいと考えています。


